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 北海道内の水田地帯では農業経営の規模拡大が進んでいるが、農家は複数の農業機械を所有

し、生産コストが低減しない一因となっている。そのような状況に対して、国営緊急農地再編

整備事業旭東地区では、自動走行農機による実証試験や自動走行農機のシェアリングを含めた

経済的な運用の取組みが進められている。本稿では、これらの取組みの進捗を報告し、自動走

行農機の有効活用による米生産の低コスト化に向けた考察を行う。 
 

キーワード：自動走行農機、生産コスト、実証試験、シェアリング  
 
 

1.  はじめに 

大規模土地利用型農業が展開される北海道では、農業

の生産性向上に向けて、これまで農地の大区画化や集

積・集約、さらに農業水利施設の高度化により農作業の

効率化が図られてきた。整備された圃場は、今後数十年

にわたって営農に供されるため、農地整備においては、

営農技術の開発動向を踏まえ、数十年後に実現している

と想定される新技術にも対応できるように配慮する必要

がある。農家の減少と高齢化による労働力不足に対応す

るために、北海道内で普及しつつある自動走行農機（衛

星測位情報を利用して自動走行する農業機械1））の更な

る有効活用は、生産性向上の有効な方法の一つと考えら

れる。 
一方で、現在の自動走行農機は、個人で所有するには

導入コストが高い。無人での圃場間移動を含め自動走行

の範囲を拡大しなければ、コストに見合う効率化は期待

できない。そのため、自動走行農機の本格的な普及に向

けては、自動走行農機の活用が実際の営農において経済

的な実効性を持つことを現場レベルで示すことが必要に

なる。農家は、農業生産基盤が自動走行農機の利用に適

しているかどうかだけでなく、自動走行農機の導入が農

業経営にとって経済合理的であると判断しなければ、高

価な自動走行農機を導入することを選択しないと考えら

れる。農業における生産性を高めるには、自動走行農機

の導入効果を最大化する農業生産基盤を整備することに

加え、そのような基盤整備が真に効果を発現するために、

農家が選択したいと考えるような自動走行農機の経済的

な運用方法を導入し、自動走行農機の有効活用により生

産コストを低減させることが重要である。 

そこで本稿では、北海道開発局による国営緊急農地再

編整備事業が実施されている旭東地区での自動走行農機

による実証試験や、自動走行農機の経済的な運用の取組

み状況を整理し、自動走行農機の有効活用による米生産

の低コスト化に向けて考察した。なお、自動走行農機に

は、近年自動化技術の開発が著しいトラクター、田植機、

コンバインのほかに、営農の効率化に資する自走式草刈

機も含まれるが、本稿では主にトラクターを想定してい

る。 

 

2.  旭東地区における取組みの状況 

寒地土木研究所では、旭東地区の事業主体である旭川

開発建設部旭川農業事務所、旭川市、JA東神楽等と協力

しながら、自動走行農機による無人走行実証試験（表－

1）や、自動走行農機を複数の農家で共同利用するシェ

アリングの検討に取り組んでいる。旭東地区で整備され

ている圃場や農道は、従来の手動走行を想定に設計され

ているため、自動走行農機が安全に走行できるのか、自

動走行農機による作業を考慮した区画となっているのか、

現状の農地整備における課題を詳細に確認し、自動走行

農機に適した農地整備手法を検討する予定である。例え

ば、使用者が自動走行農機を監視しながら、使用者自身

も別の農機で同時に作業する協調運転（写真－1）が可

能な区画形状となっているのか、常時監視は可能なのか、

農家や農機メーカーの意見を踏まえて検証する必要があ

る。ただし、R7年度は、自動走行農機の導入の遅れや天

候の影響で、無人走行実証試験を実施できなかったため、

R8年度の春作業から実証試験を実施することとしている。 
自動走行農機のシェアリングについては、今回、旭東
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地区内の農家に協力を得て取り組み、JA東神楽が自動走

行農機のメンテナンスを行い、農家の農作業スケジュー

ルに合わせて自動走行農機を共同利用してもらう計画で

ある。R7年度はシェアリングについても準備段階であり、

R8年度にシェアリングを円滑に行うためのソフト開発を

行っている。ソフトの内容については、第4章で詳述す

る。 

また、旭東地区は主に移植水稲の地域であるが、近年

は傾斜地を中心に転作が進んでいる（図－1）。転作の

拡大は、農業機械の利用にも影響を及ぼすと考えられる。

稲作では、年間を通して労働時間がピークを迎えるのは

春の田植えの時期である。農家は、田植えの適期を逃さ

ないよう、トラクターを集中的に使用し耕起や代かきを

行う。そのため、トラクターは農家にとって欠かせない

機械であり、後述するように、北海道では1戸の家族経

営体が複数のトラクターを所有する状況となっている。

今後、転作が進み、田植えを行う圃場が減少し、小麦や

大豆を播種する圃場が増加するようになれば、農作業の

ピークが分散され、1台のトラクターの稼働率を高める

ことができると考えられる。 

 

3.  米生産の低コスト化に向けた考察 

 自動走行農機を活用した協調運転や、畑作物を取り入

れた栽培体系の導入は、生産コストを低減させ                        

る可能性がある。旭東地区での実証試験は次年度となる

ため、本章では、米の生産コスト及び農機具費について

は農業経営統計調査2)をもとに、農家の農業用機械の所

有状況については農林業センサス3)を用いて整理し、米

生産の低コスト化に向けて考察した。なお、農家の農業

用機械の所有状況は、2020年農林業センサスでは調査さ

表－1 実証試験の概要 

地区名 旭東地区 
関係市町 旭川市・東神楽町 

標準区画（水田） 
平 地2.2ha（255m×88m） 
傾斜地1.1ha（250m×44m） 

地域の特徴 移植水稲が主体の地域、傾斜地あり 

実証試験での計測

内容 

作業時間や走行軌跡から、旋回数や旋

回に要する時間、自動走行中の停止回

数・時間を取得 
計測する作業 春耕起、秋耕起 

使用する自動走行

農機 
ロボットトラクターMR1000AH（無

人仕様）100馬力（クボタ製） 
 

使用者
（監視）

自動走行農機
（無人）

 
写真－1 協調運転 

（実証試験に向けた事前確認のための走行） 

美
瑛
川

 

小麦作等が増えて
いる傾向

美
瑛
川

 

図－1 衛星画像をもとに整理した旭東地区の作付けの変化 

（上：平成6年、下：令和6年） 
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れていなかったため、2015年農林業センサスを用いた。

また、2015年農林業センサスにおける農業用機械の台数

は、稲作農家や畑作農家の区別なく集計されていること

に留意する必要がある。 

稲作の生産コスト（全国平均）の中で最も割合の高い

項目は、労働費（労働時間に人件費の単価を乗じて計

算）であり、次いで大きな割合を占めるのが農機具費

（農機具の償却費や修繕費等）である4)。道内の稲作経

営の平均作付規模である10～15ha規模と20～30ha規模の

生産コストを見ると（図-2）、労働費と農機具費はそれ

ぞれ、生産コスト全体の概ね1/4～1/5を占めており、20

～30ha規模では、労働費よりも農機具費の割合が大きか

った。次に、水稲作付面積規模別に都府県と北海道の農

機具費を比較すると（図-3）、都府県では作付面積が概

ね5ha規模までは、規模が拡大するにつれ農機具費が低

減し、5ha以上になるとほぼ横ばいとなった。一方、北

海道は規模別の違いがほとんど見られなかった。加えて、

農業経営体が所有する農業用機械（トラクター、動力田

植機、コンバイン）の平均台数を見ると（図-4）、家族

経営体では、都府県はいずれの機械も1台程度であり、

北海道はトラクターのみ3.5台であった。組織経営体の

場合も傾向は同様であり、北海道の農家はトラクターを

多く所有している状況が窺えた。 

以上の統計資料からは、トラクターを多く所有してい

ることが北海道の農機具費が高い一因と推察された。考

えられる理由は、北海道が積雪寒冷地であることと、都

府県と北海道の作付規模の違いである。都府県は、水稲

作付面積規模が3ha未満の小規模農家が全体の約9割を占

めているのに対し、北海道は10ha以上の大規模農家が約

4割を占めている5)。北海道では、作付面積が大規模であ

ることに加え、積雪寒冷地のため春先の農作業を短期間

で集中的に行わなければならないことから、複数のトラ

クターを用いて、複数の圃場で並行して農作業を行う必

要があり、それがトラクターの所有台数が多い一因と考

えられる。なお、積雪寒冷地である東北や北陸のトラク

ターの所有台数は、都府県と同様の傾向であった。 

 今後も農業人口の減少が進み、1戸あたりの作付規模

は拡大すると見込まれている。農機具費の低減のために

は、作付規模の拡大によりトラクターの稼働率を高める

ことが必要であり、稼働率をより高めるためには、トラ

クターの所有台数をなるべく少なくして、例えば、個人

で所有するには高価な自動走行農機をシェアリングする

といった仕組みを導入することが一つの有効策であると

考えられる。しかし、様々な農作業に適応するトラクタ

ーは農家にとって不可欠の農業機械であり、利用したい

ときにいつでも利用できるように、農家は複数台を所有

してきたと考えられる。そのような農家に対してシェア

リングを勧めるには、農作業の適期を逃さず、かつ、共

同利用の不便を感じさせずに、シェアリングする農業機

械の稼働率が高い運用方法を提示する必要がある。 
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図－2 米60kgあたりの生産コスト（北海道） 
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図-3 作付規模別の米60kgあたりの農機具費 
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図－4 経営体あたりの農業用機械所有台数 

（上：家族経営体、下：組織経営体） 
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4.  シェアリングに向けたソフトウェアの開発 

 そのため、寒地土木研究所では、複数の農家によるシ

ェリングが可能となるよう、農作物の生育ステージに合

わせて各農家による自動走行農機の利用順を自動調整し、

自動走行農機が最大限稼働するような利用計画を自動作

成するシミュレーションソフトを開発する予定である。

図-5に、そのソフトを活用した自動走行農機のシェアリ

ングのイメージを示す。シェアリングに参加する農家は、

シェアリングする自動走行農機で作業する圃場を設定し、

ソフトから自動で示される農作業予定日に自動走行農機

を利用する。R7年度は、その事前段階として、農業・食

品産業技術総合研究機構が運営する農業データ連携基盤

クラウドサービス「WAGRI」のAPI（ Application 

Programming Interface：ソフトウェアの機能やデータを

外部のプログラムから利用する仕組み）を使用し、予測

した積算気温から成熟期（収穫時期）を推定するプログ

ラムを用いて農事暦を作成するソフトを開発することと

している。 

 仮に、現在、3台のトラクターを所有している農家に、

所有台数を2台に減らし、1台をシェアリングすることと

して、農作業の適期を逃さず、農機具費を下げることが

可能になることを提示できれば、自動走行農機の有効活

用による生産コストの低減が可能になると考えられる。 

 

5.  おわりに 

 自動走行農機による協調運転や、稲作と畑作を組み合

わせて農作業時期を分散させて行うシェアリングは、生

産コストを低減させる可能性があるが、その効果を示す

には様々な圃場条件での実証が必要である。旭東地区の

関係機関と協力しながら、これらの取組みを進めていき

たい。 

農家所有のトラクターで
作業する圃場

A氏（稲作中心）

B氏
（稲作＋畑作）

C氏（畑作中心）

大豆

シェアリングする自動走行農機
（トラクター）で作業する圃場農家所有のトラクターで

作業する圃場

農家所有のトラクターで
作業する圃場

月

日 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

出穂期 成熟期

収穫 耕起

出穂期 成熟期

収穫 耕起

成熟期

収穫 耕起

成熟期

収穫 耕起

成熟期

収穫 耕起

成熟期

収穫 耕起

70-3
生育情報

農作業日

70-4
生育情報

農作業日

70-1
生育情報

農作業日

70-2
生育情報

農作業日

大豆

55-1
生育情報

農作業日

55-2
生育情報

農作業日

圃場
番号

項目名

9月 10月

水稲

②無人トラクターの稼働率が最大
化するような利用順を自動で表示

大豆

小麦

小麦

小麦

水稲

水稲

水稲

水稲

①WAGRI APIから気温・日長データを毎日更新し、
予測した積算気温から成熟期（収穫時期）を推定

 
図－5シェアリングのイメージ 
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